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山
地
の
木
陰
に
生
え
る
常
緑
多
年
草
。
線
形
の
葉

の
根
際
か
ら
30
～
50
㎝
ほ
ど
の
花
茎
を
伸
ば
し
、

薄
紫
色
の
小
さ
な
花
を
穂
状
に
多
数
咲
か
せ
る
。

園
内
の
花
期
は
7
月
中
旬
か
ら
9
月
中
旬
頃
ま

で
と
長
い
。

雄しべ（葯）

雌しべ（花柱）外花被片

内花被片

花
は
内
花
被
片
3
枚
、
外
花
被

片
3
枚
か
ら
な
り
、
傍
目
に
は

黄
色
の
葯
が
目
立
つ
。

小
さ
な
花
に
も
キ
ム
ネ
ク
マ
バ

チ(

上)

や
ホ
ソ
ヒ
ラ
タ
ア
ブ(
下)

な

ど
の
昆
虫
が
訪
れ
る
。

種子(11月) 11
月
頃
、
種
子
が
黒
く
熟
す
。

一
見
、
実
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実

の
皮
は
熟
す
前
に
脱
落
し
て
し
ま

い
、
む
き
出
し
に
な
っ
た
種
子
が
緑

か
ら
黒
に
熟
し
て
い
く
。


